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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第71期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第70期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 4,359,0991,911,66114,446,403

経常損益（△は損失）（千円） △127,102△310,635△684,569

四半期（当期）純損益（△は損失）（千円） △144,777△317,467△760,467

純資産額（千円） 1,924,443946,1931,229,978

総資産額（千円） 13,694,67710,436,73210,711,543

１株当たり純資産額（円） 125.41 61.67 80.16

１株当たり四半期（当期）純損益（△は損失）金額（円） △9.43 △20.69 △49.56

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 14.0 9.1 11.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
144,016 49,980 818,477

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△219,392 △2,166 △666,047

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
513,445△96,306△155,648

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,039,724541,074 597,978

従業員数（人） 559 404 424

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

EDINET提出書類

株式会社イクヨ(E02226)

四半期報告書

 2/22



２【事業の内容】

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 404 (47)

　（注）従業員数は就業人員（グループ外からの出向者3人を含む。）であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結

会計期間の平均人員を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 234 (32)

　（注）１．従業員数は就業人員（社外から当社への出向者3人を含む。）であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期

会計期間の平均人員を外数で記載しております。

２．従業員の定年は満60歳に達したときであります。なお、期間を定めて嘱託として再雇用することがあります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の実績】

(1) 生産実績

　当第１四半期連結会計期間における当社グループ全体の生産実績は1,810,841千円となり、前第１四半期連結会計期

間に比べ1,620,821千円（47.2%）減少いたしました。また、自動車部品事業の売上高及び営業利益の金額が全セグメ

ントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90%超であるため、事業の種類別セグメン

トごとの生産実績の記載を省略しております。

 

(2) 受注の状況

　当第１四半期連結会計期間における当社グループ全体の受注実績は、2,011,959千円となり、前第１四半期連結会計

期間に比べ2,070,756千円（50.7%）減少いたしました。また、自動車部品事業の売上高及び営業利益の金額が全セグ

メントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90%超であるため、事業の種類別セグメ

ントごとの受注実績の記載を省略しております。

 

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における当社グループ全体の販売実績は、1,911,661千円となり、前第１四半期連結会計

期間に比べ2,447,438千円（56.1%）減少いたしました。また、自動車部品事業の売上高及び営業利益の金額が全セグ

メントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90%超であるため、事業の種類別セグメ

ントごとの記載は省略しております。

　（注）１．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

金額（千円）
総販売実績に対
する割合（％）

金額（千円）
総販売実績に対
する割合（％）

三菱自動車工業㈱ 1,552,182 35.6 554,446 29.0

三菱ふそうトラック・バス㈱ 493,371 11.3 197,939 10.4

合計 2,045,553 46.9 752,386 39.4

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　　 当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断したも

のであります。

 

(1)　経営成績

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年来の経済情勢悪化にひとまず歯止めがかかったものの引き

続き海外、国内ともに景気は低迷を続ける状況となりました。

　当社グループが深く係わる自動車産業では、米国において懸案のGMの再生に目途が立ち、国内でもエコカー減税の効

果によりハイブリッド車の売れ行きが好調などやや明るい兆しが出てきております。しかしながら自動車産業全体の

生産量は昨年比大幅な減少を続けており、当社グループでの受注もまだ横ばいを続けて予断を許さない状況にありま

す。

　このような環境の下、当社グループは昨年以降実施した人員削減、工場の一部閉鎖など様々な合理化の断行以来あら

ゆる原価、費用の削減に努めておりますが残念ながら当第１四半期連結会計期間の業績は前第１四半期連結会計期間

に比べて大きく下回る結果となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間における業績は、売上高1,911百万円（前年同四半期比56.1％減少）、営業損

失247百万円（前年同四半期は営業損失83百万円）、経常損失310百万円（前年同四半期は経常損失127百万円）、四半

期純損失317百万円（前年同四半期は四半期純損失144百万円）となりました。

　

(2)　財政状態

　当第１四半期末の総資産は10,436百万円となり、前連結会計年度末に比べ274百万円減少いたしました。流動資産は

2,843百万円となり、229百万円減少いたしました。主な要因は現金及び預金の減少（89百万円）、受取手形及び売掛金

の減少（130百万円）等です。固定資産は7,592百万円となり45百万円減少いたしました。主な要因は、有形固定資産の

減少であり、新規取得よりも減価償却費が上回り73百万円の減少となったことです。　当第１四半期末の負債合計は

9,490百万円となり、前連結会計年度末に比べ8百万円増加いたしました。流動負債は3,186百万円となり、316百万円減

少いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減少（124百万円）、短期借入金の減少（208百万円）等です。固

定負債は6,303百万円となり、325百万円増加いたしました。主な要因は、長期借入金の増加（219百万円）等です。  

　

(3)　キャッシュフローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第１四半期連結会計期間に

比べて498百万円（48.0％）減少して541百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

 

　　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金は、税金等調整前四半期純損失313百万円の計上、仕入債

務の減少128百万円があったものの、売上債権の減少151百万円、退職給付引当金の増加23百万円、非資金項目の減価

償却費等266百万円の計上等の資金増加要因等により、49百万円の収入となり前第１四半期連結会計期間に比べて

94百万円の減少となりました。 

　

　　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金は、主に定期預金32百万円の預入と払出の差額による収

入、有形固定資産30百万円の取得による支出等により減少して、2百万円の支出となり前第１四半期連結会計期間に

比べて217百万円の増加となりました。

 

　　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金は、主に借入金53百万円の返済による支出の減少、リース

資産のリース料返済による37百万円の支出により減少して、96百万円の支出（前第１四半期連結会計期間は513百

万円の収入）となりました。

 

(4)　対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

  該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,385,000 15,385,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数　

　1,000株

計 15,385,000 15,385,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

　

平成21年６月30日　

－ 15,385 － 2,298,010 － 2,323,426

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

　　　①【発行済株式】

 平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    　41,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,311,000 15,311 －

単元未満株式 普通株式    　33,000 － －

発行済株式総数 15,385,000 － －

総株主の議決権 － 15,311 －

 

②【自己株式等】

 平成21年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社イクヨ
神奈川県厚木市上依知

３０１９番地
41,000 － 41,000 0.26

計 － 41,000 － 41,000 0.26

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 86 85 99

最低（円） 72 74 77

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１　【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 612,152 701,618

受取手形及び売掛金 1,417,280 1,548,249

商品及び製品 195,672 170,002

仕掛品 170,863 171,026

原材料及び貯蔵品 274,966 296,367

その他 172,816 185,539

流動資産合計 2,843,751 3,072,804

固定資産

有形固定資産

建物 5,842,862 5,801,338

減価償却累計額 △3,857,956 △3,808,623

建物（純額） 1,984,905 1,992,715

工具、器具及び備品 20,360,273 20,375,484

減価償却累計額 △18,769,511 △18,627,857

工具、器具及び備品（純額） 1,590,762 1,747,626

土地 2,007,798 2,006,334

その他 6,153,933 6,007,106

減価償却累計額 △4,649,279 △4,591,856

その他（純額） 1,504,653 1,415,250

有形固定資産合計 7,088,120 7,161,926

無形固定資産 20,945 20,612

投資その他の資産 483,914 456,199

固定資産合計 7,592,981 7,638,738

資産合計 10,436,732 10,711,543

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,057,144 1,181,159

短期借入金 1,250,251 1,458,377

未払法人税等 8,048 17,268

賞与引当金 46,571 28,766

その他 824,805 817,486

流動負債合計 3,186,820 3,503,057

固定負債

社債 75,000 80,000

長期借入金 5,215,408 4,995,852

退職給付引当金 621,491 598,388

その他 391,818 304,265

固定負債合計 6,303,718 5,978,506

負債合計 9,490,539 9,481,564
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,298,010 2,298,010

資本剰余金 2,323,426 2,323,426

利益剰余金 △3,639,587 △3,322,120

自己株式 △8,784 △8,729

株主資本合計 973,064 1,290,586

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 67,596 39,949

為替換算調整勘定 △94,468 △100,557

評価・換算差額等合計 △26,871 △60,608

純資産合計 946,193 1,229,978

負債純資産合計 10,436,732 10,711,543
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 4,359,099 1,911,661

売上原価 3,944,338 1,884,847

売上総利益 414,760 26,813

販売費及び一般管理費 ※1
 498,370

※1
 274,408

営業損失（△） △83,609 △247,595

営業外収益

受取利息 838 557

受取配当金 4,053 3,473

金型精算差益 5,328 882

為替差益 15,366 －

その他 6,561 7,805

営業外収益合計 32,148 12,718

営業外費用

支払利息 68,775 63,516

為替差損 － 5,455

その他 6,866 6,787

営業外費用合計 75,641 75,759

経常損失（△） △127,102 △310,635

特別利益

固定資産売却益 5,104 －

特別利益合計 5,104 －

特別損失

固定資産除却損 9,745 2,548

特別損失合計 9,745 2,548

税金等調整前四半期純損失（△） △131,743 △313,184

法人税、住民税及び事業税 7,472 1,765

法人税等調整額 5,561 2,517

法人税等合計 13,034 4,283

四半期純損失（△） △144,777 △317,467
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △131,743 △313,184

減価償却費 544,158 266,245

賞与引当金の増減額（△は減少） 50,361 17,805

退職給付引当金の増減額（△は減少） 30,091 23,102

有形固定資産除却損 9,745 2,548

受取利息及び受取配当金 △4,892 △4,031

支払利息 68,775 63,516

有形固定資産売却損益（△は益） △5,104 －

売上債権の増減額（△は増加） 260,066 151,762

たな卸資産の増減額（△は増加） △49,993 9,148

未収入金の増減額（△は増加） 77,451 18,955

仕入債務の増減額（△は減少） △438,834 △128,205

未払消費税等の増減額(△は減少) △108,680 1,006

その他 △63,897 △27,186

小計 237,502 81,481

利息及び配当金の受取額 4,892 4,031

利息の支払額 △68,775 △27,110

法人税等の支払額 △29,602 △8,422

営業活動によるキャッシュ・フロー 144,016 49,980

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △33,000 △37,527

定期預金の払戻による収入 5,000 70,090

投資有価証券の取得による支出 △750 △690

有形固定資産の取得による支出 △200,935 △30,872

有形固定資産の売却による収入 9,481 3,032

無形固定資産の取得による支出 △931 △1,641

貸付けによる支出 △2,097 △1,574

貸付金の回収による収入 3,840 5,038

その他 － △8,020

投資活動によるキャッシュ・フロー △219,392 △2,166

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 597,039 △36,300

長期借入金の返済による支出 △38,180 △17,240

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △40,263 △37,711

社債の償還による支出 △5,000 △5,000

自己株式の取得による支出 △151 △54

財務活動によるキャッシュ・フロー 513,445 △96,306

現金及び現金同等物に係る換算差額 △29,922 △8,410

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 408,146 △56,903

現金及び現金同等物の期首残高 631,577 597,978

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,039,724

※1
 541,074
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50

号）が適用となることに伴い、前第１四半期連結会計期間において、「原材料」と流動資産の「その他」に含めていた

「貯蔵品」（24,574千円）は、当第１四半期連結会計期間は「原材料及び貯蔵品」として一括掲記しております。

　　なお、当第１四半期連結会計期間に含まれる「原材料」「貯蔵品」は、それぞれ263,211千円、11,754千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定して

いるため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省

略し前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定

しております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについ

てのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．原価差異の配賦方法 　予定価格等あるいは標準原価を適用しているため、原価差異が生じた場合、当

該原価差異の棚卸資産と売上原価への配賦を年度決算と比較して簡便的に実施

する方法で計算しております。

　　　　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．税金費用の計算 　法人税等の計上基準については、一部簡便な方法を採用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

　１　受取手形割引高 244,943千円 　１　受取手形割引高 368,744千円 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運搬費   243,738千円

役員報酬   20,037千円

給与手当    97,382千円

賞与引当金繰入額    7,690千円

退職給付費用 5,411千円　

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運搬費 104,443千円

役員報酬 17,280千円

給与手当 64,749千円

賞与引当金繰入額 2,550千円

退職給付費用 5,317千円　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,154,299千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 　△114,575千円

現金及び現金同等物 1,039,724千円

 

現金及び預金勘定 612,152千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △71,078千円

現金及び現金同等物 541,074千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　15,385千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　    42千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　自動車関連事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90%超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

  

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　

 
日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1)外部顧客に対する売上高 3,810,277548,8224,359,099 － 4,359,099

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 3,810,277548,8224,359,099 － 4,359,099

営業損益（△） △56,730 △26,879 △83,609 － △83,609

　

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　

 
日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1)外部顧客に対する売上高 1,540,125371,5351,911,661 － 1,911,661

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 1,540,125371,5351,911,661 － 1,911,661

営業損益（△） △197,707△49,888△247,595 － △247,595

（注）国又は地域は、地理的近接度により区分しております。
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　

 米国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 548,822 548,822

Ⅱ　連結売上高（千円） － 4,359,099

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合

（％）
12.5 12.5

　

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 

 米国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 371,535 371,535

Ⅱ　連結売上高（千円） － 1,911,661

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合

（％）
19.4 19.4

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日） 　

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。
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（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）　　

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）　　

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 61.67円 １株当たり純資産額 80.16円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 9.43円

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 20.69円

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純損失(△)（千円） △144,777 △317,467

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失(△)（千円） △144,777 △317,467

期中平均株式数（千株） 15,345 15,343

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月12日

株式会社イクヨ

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川田　増三　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イクヨの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６

月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イクヨ及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は「棚卸資産の評価

に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を当第１四半期連結会計期間から適

用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

株式会社イクヨ

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川田　増三　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イクヨの

平成21年４月１日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月1日から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イクヨ及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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